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第四次長野市総合計画 後期基本計画パブリックコメントの結果について

１ 趣旨

長野市総合計画審議会において、平成22年７月から第四次長野市総合計画 後期基本計画 の策

定を進めたところ、平成23年９月29日に市長へ中間答申がありましたので、まちづくり意見等公

募制度により、その内容を公表し、市民のみなさんからご意見等を募集（パブリックコメント）し

ました。その結果をお知らせするものです。

２ 意見等の募集期間

平成23年10月７日（金）～11月14日（月） 39日間

３ 広報実績について（報告）

（１）プレスリリース 【10/７ 13:30～記者会見】

①10/4 信濃毎日新聞朝刊 中間答申の記事と意見募集について

②10/15 長野経済新聞 中間答申の記事と意見募集について

（２）窓口での閲覧 【10/７～11/14】

企画課、行政資料コーナー、27支所、２連絡所(信里・柵)、２連絡室(バスターミナル・大門)

（３）市ホームページ（トップページ-お知らせ） 【10/７～11/14】

（４）広報ながの11月１日号（特集記事１ページ分） 中間答申の概要と意見募集について掲載

（５）長野市メールマガジン メール末尾の「新着情報」【10/13配信分】へ意見募集について掲載

（６）市政テレビ 【10月22日放送分】 ⇒ 番組の最後30秒程度でお知らせ

（７）トイーゴビジョン 【10/19～31、11/１～13】 ⇒ １日５回放送

（８）有線放送等（16/32地区） 【10/8～11/13】

⇒中間答申の概要と意見募集について、期間中、週２～３回程度、放送

①有線共設協会（古里、浅川、大豆島、若槻、七二会、篠ノ井、松代、若穂、川中島、更北）

②合併地区有線（戸隠、鬼無里、信州新町、中条）

③防災無線（豊野、大岡） ※各戸設置の地区のみ

４ 意見等

（１）意見等数 12件（４人）

（２）提出方法の内訳

郵送 FAX Ｅメール 持参 その他 合計

０件 ０件 ３件 １件 ０件 ４件

（３）項目別の内訳

項目 件数

１ 行政経営分野に関すること ２件

２ 保健・福祉分野に関すること ０件

３ 環境分野に関すること １件

４ 防災・安全分野に関すること １件

５ 教育・文化分野に関すること ２件

６ 産業・経済分野に関すること ６件

７ 都市整備分野に関すること （産業・経済分野関連の再掲３件）

合計 12件

（４）意見等の内容

意見等に対する長野市の考え方と計画への反映状況等は、第四次長野市総合計画 後期基本計

画 中間答申に対する意見（別紙）のとおり

資料１
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第四次長野市総合計画 後期基本計画 中間答申に対する意見

整理
番号

分野
中間答申の
該当箇所

意見要旨（提案理由） 長野市の考え（状況説明）等
後期基本計画への反映状況
（答申案の該当箇所）

1 行政経営 011-02 開かれ
た市政の推進
（P19）

市民意識（要望）を反映した計画の内容、市
政運営を望みます。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

【提案理由】
取り巻く社会情勢の変化＝グローバルかつド

メスティックな大きな変化であり、地域に暮ら
す市民の生活（インフラ、経済基盤、安心・安
全、将来への不安、環境・健康など）への不安
要素を取り除くために市民意識を反映してほし
い。

【状況説明】
後期基本計画の策定に当たっては、市民の

皆さんへアンケート調査を実施したほか、元
気なまちづくり市民会議をはじめ各種会議等
に出席された市民の皆さんからまちづくりへ
の意見を求めるとともに、55名の市民の皆さ
んと行政との協働により計画の策定を進めて
きました。

後期基本計画の実施段階では、様々な広聴
活動を通じて、市民意識の把握に努めなが
ら、施策の優先度を決め、市政運営に努めて
まいりたいと考えています。

【011-02④現行の記述】（P19）
④みどりのはがき、市民会議、まちづくりア
ンケートなどの積極的な広聴活動を通じて、
市民ニーズを把握し、市政に反映できるよう
努めます。（広報広聴課）

2 環境 221-01 エネル
ギーの適正利用
（P67）

長野市は将来的に環境、ロボット産業、医療
福祉を含め、高齢者も働ける都市として環境未
来都市（新成長戦略（平成22年６月18日閣議決
定）を目指してほしい。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

【提案理由】
環境未来都市を目指すために、スマートグ

リッド※、再生可能エネルギー、ロボットの開
発など情報工業技術などに力を入れ、信州大学
工学部、長野工業高等専門学校、大手民間企業
メーカー（誘致支援）と自治体がタイアップし
て取り組むことが必要です。

※電力網にＩＴ技術を導入して情報の通信や制
御を行い、電力利用を最適化する次世代の電力
網のこと。

【状況説明】
現在、本市では、目指す望ましい環境像に

「地域産業の発展と環境の保全が良好な循環
を生むまち」を掲げ、環境保全を経済成長要
因の一つとして捉えた様々な取組を実践また
は支援しています。

ご提案いただきました「環境未来都市」の
実現は、その取組の延長上にあると考えてい
ますので、関係省庁の取組等、今後の動向に
注視しながら、引き続き取り組んでまいりま
す。

【221-01②現行の記述】（P67）
太陽光発電システムやペレットストーブ設置
の支援などによる再生可能エネルギーの導入･
活用を推進します。（環境政策課）
【221-01④現行の記述】（P67）
市有施設への省エネルギーや再生可能エネル
ギーの率先導入を図り、ベストミックス化に
よるエネルギー管理を促進します。（環境政
策課）

長野市まちづくり意見等公募制度により、第四次長野市総合計画 後期基本計画中間答申を市民に公表し、平成23年10月７日から11月14日まで（39日間）、市民の皆さんから
ご意見等を募集（パブリックコメント）しました。

この表は、いただいたご意見とそのご意見に対する長野市の考え（状況説明）、後期基本計画への意見の反映状況をまとめたものです。

別紙
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整理
番号

分野
中間答申の
該当箇所

意見要旨（提案理由） 長野市の考え（状況説明）等
後期基本計画への反映状況
（答申案の該当箇所）

3 防災・安全 311-01防災体制
の整備（P79）

長野市として「業務継続計画(ＢＣＰ)※」の
策定を求めます。

※Business Continuity Plan：重要業務をなる
べく中断させず、中断しても早期に復旧させる
ための計画のこと。事前のバックアップ準備や
リスク軽減、災害時応急対応、復旧手順の明確
化、指揮命令系統の確保などを行い、被害の影
響を最小限にとどめることを目的とする。

ご意見・ご提案をもとに、ＢＣＰの考え方
が明確に分かるよう「災害時において市民生
活に必要な業務を継続できる体制づくりを進
める」ことについて加筆します。

次のとおり修正します。

【提案理由】
地方自治体が作成する「地域防災計画」には

いくつかの問題があります。
①地域防災計画の実施主体の自治体が「被災し
ていない」という想定になっています。
②災害発生時に優先して復旧させる重要業務や
重要システムが特定されておらず、具体的な復
旧体制・手順や行動計画が整っていません。

地方自治体は、災害時において住民の生命の
確保、被災者支援、企業活動復旧のための応
急・復旧業務はもちろん、市民の日常生活に必
要な業務を継続させる必要があります。

そのためには情報システムが必要不可欠であ
り、災害時にも情報システムが正常に稼動して
いることが必要です。情報システムは、被害を
受けてからの事後的な復旧に時間を要する特性
があるため、復旧が遅れることで住民や企業に
甚大で回復困難な損害を生じさせてしまう可能
性もあります。

そのため、地方公共団体における行政機能の
業務の継続力を高めていくことが必要です。

【状況説明】
現在、東日本大震災相当の大規模な被害想

定を踏まえ、長野市地域防災計画の見直しを
進めています。

ご指摘のとおり、業務継続計画（ＢＣＰ）
の考え方は重要であることから、災害時にお
いても市民生活に必要な業務を継続できる体
制を構築するとともに、災害時に優先して復
旧させる重要業務等についても、個別の計画
において、実施手順等をまとめておくことが
必要であると考えています。

【311-01⑤修正前】
⑤防災拠点となる庁舎等の整備や、防災情報
システムの整備・高機能化を推進します。ま
た、地域や関係機関などと連携し、災害情報
が迅速かつ確実に共有できる体制づくりに努
めます。（危機管理防災課、消防局総務課、
警防課、通信指令課、第一庁舎・長野市民会
館建設事務局）

【311-01⑤修正後】（P79）
⑤防災拠点となる庁舎等の整備や、情報シス
テムなどの整備・高機能化を図り、災害時に
おいて市民生活に必要な業務を継続できる体
制づくりを進めます。また、地域や関係機関
などと連携し、災害情報が迅速かつ確実に共
有できる体制づくりに努めます。（危機管理
防災課、情報政策課、消防局総務課、警防
課、通信指令課、第一庁舎・長野市民会館建
設事務局）
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整理
番号

分野
中間答申の
該当箇所

意見要旨（提案理由） 長野市の考え（状況説明）等
後期基本計画への反映状況
（答申案の該当箇所）

4 教育・文化 431-01 文化芸
術活動への支援
と文化の創造
（P95）

音楽フェスティバルを積極的に誘致し、開催
を支援するなど、恒例化したイベントに育て上
げてほしい。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

【提案理由】
歌舞伎、ジャズ、世界的に有名な音楽、芸

術、コンサートを誘致し、開催を支援していく
ことでまちに活力が生まれ、長野市の知名度が
上がります。海外にも積極的に情報発信してい
くことも必要です。

【状況説明】
優れた舞台芸術等の文化芸術事業の企画・

開催については、長野市文化芸術振興計画に
基づきクラシック音楽を中心とした各種のコ
ンサートの企画・開催などを実施してまいり
ます。

また、本市は文化芸術活動の主役を「市
民」ととらえ、ＪＲ長野駅コンコース街角コ
ンサートや長野市風景画展の開催など市民が
主役となる事業に取り組んでおり、表現活動
を行いたい市民の発表場所の確保などの支援
を進めています。

これらの文化芸術活動を“ながの”独自の
文化に育てながら、大勢の皆さんに関心を持
ち、参加していただけるよう情報発信もして
いきたいと考えています。

【431-01②現行の記述】（P95）
②参加・育成型の文化芸術活動を促進すると
ともに、市民の自主的で創造的な文化芸術活
動を支援します。（生涯学習課）
【431-01③現行の記述】（P95）
③歴史と風土に育まれた“ながの”独自の文
化を効果的に情報発信するとともに、文化芸
術資産のデジタルアーカイブ化※を図りま
す。また、郷土の文化や質の高い文化芸術に
ふれる機会の充実を図ります。（生涯学習
課）

5 教育・文化 441-03スポーツ
環境の整備・充
実（P100)

南長野総合球技場サッカースタジアムの整備
拡充を求めます。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

【提案理由】
長野市にホームを置くＡＣ長野パルセイロ

は、現在JFL（日本フットボールリーグ）第２
位、４位以上で本来ならJリーグ入りを果たせ
る好成績ですが、Jリーグの定めるスタジアム
規模を持っていないため、このままではJFLか
ら上のカテゴリーであるＪ２に進むことができ
ません。

チーム及びサポーターはスタジアムの整備に
向けた署名活動に取り組んでおり、10月5日現
在、目標の４万を大きく超え、47,469筆が集ま
りました。

南長野総合球技場は日本サッカーリーグ名誉
会長から「世界レベルのピッチ（芝）」と評さ
れたこともあり、このピッチをもってスタジア
ム拡充を果たせば、ＡＣ長野パルセイロにとっ
て大きなアドバンテージになるだけでなく、ス
タジアム自体も東北信地域にとっても大きな財
産になるはずです。

【状況説明】
本市では、｢スポーツを軸としたまちづく

り｣を推進するため、ＡＣ長野パルセイロや信
濃グランセローズなどの地域密着型スポーツ
チームへの支援を行っています。

特に、本市をホームタウン（活動拠点）と
して活動しているＡＣ長野パルセイロについ
ては、周辺自治体や関係団体とも連携しなが
ら支援を行っています。

同チームのホームグラウンドである南長野
運動公園総合球技場については、現在、改修
に向けた検討を進めているところです。

【441-01②現行の記述】（P98）
②地域の特性に応じた総合型地域スポーツク
ラブなどの創設・育成を支援するとともに、
地域密着型スポーツチームの活動を支援しま
す。（体育課）
【441-03①現行の記述】（P100）
①大規模スポーツ施設を計画的に改修・整備
し、国際的・全国的スポーツ大会の開催や選
手強化のための使用など有効活用を図りま
す。また、エムウェーブとスパイラルのナ
ショナルトレーニングセンターとしての機能
を発揮していきます。（体育課）
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整理
番号

分野
中間答申の
該当箇所

意見要旨（提案理由） 長野市の考え（状況説明）等
後期基本計画への反映状況
（答申案の該当箇所）

6 産業・経済 511-01 訪れて
みたくなる地域
づくり（P105）

飯綱東高原エリア付近などにアウトレット
モールを積極的に誘致し、リゾート化し、ブラ
ンド化することで観光客の層を広めてほしい。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

【提案理由】
北陸新幹線の開業後を見据え、信越本線の存

続を考えたときに、飯綱東高原一体を活用して
いくことが必要です。

買い物をした人にスキーリフト無料や宿泊割
引、シャトルバス無料で市内観光をサービスす
るなど、多様なサービスを工夫して提供するこ
とで、地域経済が活性化します。

海外観光客にもアピールしていくことも必要
です。

【状況説明】
飯綱東高原（上水内郡飯綱町）に隣接する

飯綱エリアでは、地域が主体となり、自然や
芸術・音楽など独自の魅力をいかした「オト
ナリ高原いいづな」のブランド化を進めてい
るところです。

観光地のブランド化に当たりましては、そ
れぞれの地域が持つ歴史や自然などの観光資
源を最大限いかし、地域住民や観光関連事業
者などとも連携しながら、進めてまいりたい
と考えています。

【511-01①の現行の記述】（P105）
①地域住民や観光関連事業者などと行政の連
携を強化し、地域独自の魅力をいかした観光
ブランドの創造と確立を推進します。（観光
課）
【511-01②の現行の記述】（P105）
②地域の歴史･文化や自然、名物など四季折々
の魅力をいかした観光メニューの創出により
滞在型･通年型観光への転換を図ります。（観
光課、施策431-02関連）

7 産業・経済
行政経営

511-02 効果的
な情報発信と広
域的連携
（P105）

他県の門前町と連携し、門前町おこしを積極
的にアピールすることで、長野市の知名度を上
げてほしい。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

032-01 多様な
都市間ネット
ワークの形成
（P27）

【提案理由】
上田市と連携した真田城下町おこしや上越市

と連携し、川中島、高田城をアピールすること
が必要です。

【状況説明】
現在、「真田サミット」や「義仲・巴」広

域連携推進会議などの取組を通じて、縁のあ
る都市と連携した観光ＰＲを実施していま
す。

また、上越市、金沢市、甲府市、静岡市と
「集客プロモーションパートナー都市協定」
を締結しており、「川中島の戦い」に縁のあ
る上越市、甲府市と連携した観光ＰＲや、相
互の情報発信などを行っています。

【511-02③現行の記述】（P105）
③北信濃エリアや北陸新幹線沿線の都市、歴
史や文化を介した「縁」のある都市など、関
係する自治体や事業者などと連携を図りなが
ら、魅力的な広域観光エリアの形成と新たな
観光ルート･観光スタイルの提案を進めます。
（観光課、施策032-01関連）
【032-01①現行の記述】（P27）
①集客プロモーションパートナー都市協定※
による交流など、観光・産業・文化分野で
「縁」のある都市や地域との相互連携を推進
します。（観光課、施策511-02関連）
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整理
番号

分野
中間答申の
該当箇所

意見要旨（提案理由） 長野市の考え（状況説明）等
後期基本計画への反映状況
（答申案の該当箇所）

8 産業・経済 531-01 産学行連
携の推進ともの
づくり産業の振
興（P117）

地域の活力を産み出す未来志向の産業政策、
成長戦略が必要です。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

【提案理由】
従来の産業政策の延長では地域の活力は産み

出せないため、長野市の都市機能を首都圏の
バックアップ都市、日本海と太平洋を結ぶハブ
都市などの新たな発想が必要です。

【状況説明】
企業の新分野開拓などの取組を支援すると

ともに、企業（産業界）や大学等の学術研究
機関と連携し、今後の成長が期待される先端
技術（ナノテクノロジーなど）を基盤とした
新産業の創出・育成などに向けた取組を進め
ています。

ご意見の趣旨を含め、今後とも都市機能を
高めてまいりたいと考えています。

【531-01②現行の記述】（P117）
②産学連携や企業連携による製品の高付加価
値化や新分野開拓などの共同研究開発を支援
するとともに、地域の課題を解決するための
技術開発を促進します。（商工振興課、施策
411-03関連）
【531-01③現行の記述】（P117）
③ナノテクノロジーやバイオテクノロジーな
どを基盤とする新産業の創出・育成に向けた
調査・研究を進めます。（産業政策課、商工
振興課）

9 産業・経済 541-01 中心市
街地の魅力づく
り（P120）

閉塞的なまちづくりから開放された明るいま
ちづくりを進めてほしい。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

541-02 創業者
や商店街の意欲
的な取組への支
援（P120）
611-01 秩序あ
る市街地の形成
と中心市街地の
再生（P125）

【提案理由】
現状では、松本や上田、佐久と比べても長野

市は活気がなく、差が出ていると感じていま
す。

【状況説明】
大型店の撤退した中心市街地において、

「もんぜんぷら座」や「トイーゴ」、「ぱ
てぃお大門」などの活性化の拠点整備や、中
心市街地空き店舗等活用事業による空き店舗
の解消と賑わいの創出など、明るく活気のあ
るまちづくりにつながる取組を進めてきまし
た。

今後とも、いただいたご意見も参考にしな
がら、関係団体と連携し、まちの賑わいを創
出するための取組を進めてまいりたいと考え
ています。

【541-01①現行の記述】（P120）
①まちづくりに関わる民間団体などとの協働
により、中心市街地の賑わいの創出や利便性
の向上など、商業環境づくりに向けた取組を
促進・支援します。（商工振興課、施策611-
01関連）
【541-01②現行の記述】（P120）
②中心市街地の街並みなどの整備に合わせ、
観光客や消費者のニーズを考慮した魅力ある
商店街づくりを促進し、賑わいの創出と回遊
性の向上を図ります。（商工振興課、まちづ
くり推進課、施策611-01関連）
【542-02②現行の記述】（P120）
②集客や賑わいの創出など商業の活性化につ
ながるイベントを支援します。（商工振興
課）
【611-01⑦現行の記述】（P125）
⑦交流拠点の整備、低・未利用地の利活用、
再開発事業と商業の一体的な取組などによ
り、多様な都市機能を集積し、中心市街地の
再生を推進するとともに、まちなか居住を促
進し、コミュニティの再生を図ります。（ま
ちづくり推進課、住宅課、施策541-01関連）
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整理
番号

分野
中間答申の
該当箇所

意見要旨（提案理由） 長野市の考え（状況説明）等
後期基本計画への反映状況
（答申案の該当箇所）

10 産業・経済 541-01 中心市
街地の魅力づく
り（P120）

長野駅前に「ルクア」「ルミネ」のような総
合プロデュースされた商業施設を積極的に誘致
支援し、長野市以外からも買い物に訪れる人を
増やしてほしい。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

611-01 秩序あ
る市街地の形成
と中心市街地の
再生（P125）

【提案理由】
現状では、市外から長野市に買い物を目的と

して行く人は少ないからです。

【状況説明】
本市は、ＪＲ長野駅善光寺口にふさわしい

土地の高度利用と安全で防災性の高いまちづ
くりを進めるため、地元再開発組合への支援
により再開発を進め、良好な商業環境の形成
を図ってきました。

平成９年に長野駅前Ａ－２地区（ウエスト
プラザ長野）、平成18年に長野駅前Ａ－１地
区（エーワンシティ)、平成22年に長野駅前Ａ
－３地区（Ｎａｃｓ末広）が完成しました。

商業施設の立地は、地域の生活環境に多大
な影響を及ぼすものであるため、適正な商業
施設の立地の促進と良好な商業環境の形成を
目的に策定した、本市の「商業環境形成指
針」に基づき、総合的に判断しながら進めて
まいります。

【541-03⑤現行の記述】（P121）
⑤本市の土地利用や地域づくりとの整合を図
りながら、適切な商業施設の立地と良好な商
業環境の形成を図ります。（商工振興課、施
策611-01関連）
【611-01⑦現行の記述】（P125）
⑦交流拠点の整備、低・未利用地の利活用、
再開発事業と商業の一体的な取組などによ
り、多様な都市機能を集積し、中心市街地の
再生を推進するとともに、まちなか居住を促
進し、コミュニティの再生を図ります。（ま
ちづくり推進課、住宅課、施策541-01関連）

11 産業・経済
都市整備

541-01 中心市
街地の魅力づく
り（P120）

権堂のアーケードの活性化に取り組んでほし
い。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

現行の記述のとおりとします。

611-01 秩序あ
る市街地の形成
と中心市街地の
再生（P125）

【提案理由】
活性化のための具体的提案は次のとおりで

す。こうしたまちをアピールしていくことが必
要です。
・総合プロデュースされた門前町風な雰囲気に
整備し、江戸門前町商店街を歩いているかのよ
うな佇まいに整備する。
・落ち着いた雰囲気の中にもジャズ、ブルー
ス、ボサノバなど演奏や音楽が流れる中で買い
物ができる環境を作る。そうすれば、年齢層の
幅も広がり、観光客も訪れたくなるスポットに
なる。
・ルミネやワハハ本舗などの劇場を誘致し、協
力して権堂を娯楽のスポットとする。

【状況説明】
現在、中心市街地空き店舗等活用事業によ

り、権堂地区を含めた、中心市街地における
空き店舗の解消と賑わいの創出を図っていま
す。

また、権堂地区は、商業等が集積した重要
な拠点の一つであることから、本年（平成23
年）１月から、地域住民・民間団体・学識経
験者等から構成する権堂地区再生検討委員会
等において、「権堂地区再生計画」の策定に
向け、権堂の歴史と文化等をいかした魅力あ
るまちづくりを検討しているところです。

【541-01①現行の記述】（P120）
①まちづくりに関わる民間団体などとの協働
により、中心市街地の賑わいの創出や利便性
の向上など、商業環境づくりに向けた取組を
促進・支援します。（商工振興課、施策611-
01関連）
【541-01②現行の記述】（P120）
②中心市街地の街並みなどの整備に合わせ、
観光客や消費者のニーズを考慮した魅力ある
商店街づくりを促進し、賑わいの創出と回遊
性の向上を図ります。（商工振興課、まちづ
くり推進課、施策611-01関連）
【611-01⑦現行の記述】（P125）
⑦交流拠点の整備、低・未利用地の利活用、
再開発事業と商業の一体的な取組などによ
り、多様な都市機能を集積し、中心市街地の
再生を推進するとともに、まちなか居住を促
進し、コミュニティの再生を図ります。（ま
ちづくり推進課、住宅課、施策541-01関連）
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12 行政経営 第四編 財政推
計（P138）

中期的な財政計画を設計し、財源調達に責任
を持ち、計画を着実に実行する内容を公表して
ほしい。

後期基本計画は、ご意見・ご提案の趣旨を
踏まえ作成しています。

なお、財政推計について、平成22年度決算
を反映させたことに伴い、字句の整理・修正
をしています。

次のとおり修正します。

【中間答申に掲載した財政推計の内容】
１ 財政推計
第四次長野市総合計画後期基本計画の施策

展開に向け、今後の本市財政の「全体的なイ
メージ」を示すため、中長期的な財政推計を
掲げます。
この推計は、平成23年３月に推計したもの

で、今後見込まれる社会保障関係費の増大へ
の対応や本市が取り組む施策の実現を図る上
で、財政運営上の参考として作成したもので
す。
なお、財政推計は、中長期的な観点から、

本市が推進する施策の実現と財政規律の確保
を担保するため、毎年、予算編成に併せて作
成しているものです。

【答申案に掲載する財政推計の内容】
（P138）
１ 財政推計
第四次長野市総合計画後期基本計画の施策

展開に向け、今後の本市財政の「全体的なイ
メージ」を示すため、中長期的な財政推計を
掲げます。
財政推計は、今後見込まれる社会保障関係

費の増大への対応や本市が取り組む施策の実
現を図る上で、財政運営上の参考とするた
め、毎年、予算編成に併せて作成しているも
のです。
また、財政推計は、中長期的な観点から、

本市が推進する施策の実現と財政規律の確保
を図る指針とするものです。
なお、この財政推計は、平成23年３月時点

の推計に平成22年度決算を反映させ作成しま
した。

【状況説明】
地方自治体の財政状況、特に財源の確保

は、国の政策や税制改革、景気動向により大
きな影響を受けます。そのため、第四次長野
市総合計画後期基本計画では、施策展開に向
け、今後の本市財政の「全体的なイメージ」
を示すため、毎年、予算編成に併せて作成し
ている財政推計を掲載しています。

後期基本計画に掲げた施策達成に向け、財
政推計では、中長期的な観点から、本市が推
進する施策の実現と財政規律の確保を図る指
針としています。

また、社会経済情勢への柔軟な対応や具体
的な取組、事業の内容を定めた実施計画は３
年の計画として作成し、予算額及び財源内訳
を公表してまいります。併せて、アンケート
指標や基本施策指標に基づく進捗状況を評価
することにより、計画の着実な推進を図って
まいります。

【提案理由】
後期基本計画に財政推計を掲載しています

が、考え方は踏み込み不足です。総合計画を実
現するために、財政規律はもとより財源調達に
も責任をもって取り組む方針（行政ガバナン
ス）や目標を策定し、その内容を情報開示（開
示手法の工夫）していく必要があります。


